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カンタケ及びムキタケの極性

Yukio NAGAI, Takenori NUKU::\!τzu: The sexuality of Pleurotus. 
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カンタケはプナに生える穿でヒラタケによく似て去り，東北地方の山村では食fIJとなってい

る。ヒラタケ l土 5 )J カ a ら 10 月の問に連涜発生するがp カンタケは寒くなってから発生ずる。

形態的には発生初期を除いてはヒラタケとの区別がかなり困難で、あるがp ji之近今関，土|岐 (19

52) によってjjリ荷とされ Pleurotus sρodoleucus (FR.) QUÉL. とかj定された。

ムキタケも食川になり，ヒラタケ，カンタケと I'ÎJ様 Pleurotus に属するが， Acanthocystis 

属に入れる人もある佼で前者とはや L 系統を異にする。

ヒラタケが 4+M'[主である事は河付栄吉(1933 ， 1941) によって明らかにされているが，カン

タケ，ムキタケに付ては不明なので筆許等はとの rJij 1"\"の極性をrIJ:l にし，)Qにこの 31m:聞の交配

を試みた。

本実験を行うに当って助力された林業li.式験場ittTf同村鳩子，東京農~教育専1m学校原九忠，

*野力の諸氏にJ感湖の立を表する。

1 実験材料

(A) カンタケ (Pleurotus sρodoleucus (FH.) QL三L.)

i~1乱rJ県耳1) I，J;lêtfB奥)1 1村産P 寄主プナ

1948 1,1'- 1 )J採集，分離(今関p 二1:11皮)

j;J1ifr'J:l:V;詩人主J-.に発生した子笑休のr!:tの 111占iから 1949 年 12 )j 6 日， 27 11mの単胞

子川護を 1'J.j(こ。

(B) ムキタケ (P. serotinus (Fn..) GILLWI') 

群同県利促郡赤城山産， ftÌ 七 ハンノキ

1948 年 9 月採集，分離

錯h'}培養基上に発生した子実俸の中の 1 倒から 1949 年 12 月 13 日， 16 1flilの単

胞子暗萎を得た。

(C) ヒラタケ (P. ostreatus (JACQ.) SACC.) 

岩手県岩手郡を坊d村から送付・されたプナ丸太上lと発生した子実体より 1947 1,!'.6 n 
分離，ハンテンホ、クにJ安田， 1949 年 9 月発生した子実体qlの 1 伺から 13 仰の単胞
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子ftf主?を f~J.た。

2 実 験 方 法

カンタケ， ムキタケ J ヒラタケの単胞子崎芸のJ~U示、にはcIamp-connection がなく， 1i1!iM 

:f:fH!t_[~.1乙子・実休が形成されなかったが，世相:iliî糸には clamp-connection があって，針!J'}士号芸

で容易に子実体が形成され， 完全な姐IJ包子が{'lõ られた。 1![Jち 3 f]1リヰヘテロタリツクの}宕であ

.." 

... ", 0 

分離した単胞子却益 211Wj'rLの全ての組合せを作って clamp-connection 形成の有無を検し

-"、
r:... 。 その方法はヂ キIL介せに従ってヱ|三

商培養基上lこがJ 1 cm をへだて L ゐき，両国叢のJ'{ì糸が互に交錯した後，数ケ所からJ'iî糸をと

って鈍検した。

表1[ 1の数字は単胞子崎誌の自子J~・で，欠喜子は分離:l:n養後単胞士号芸でない事が判明して除外した

ために生じたものである。 (+)は clamp-connection を生じたもの， (-)は生じなかった

場合左京了、すω

(A) 

つ
えJ 実 験 結 果

カンタケの極性

Table 1. 

第 1 去 1 仰の f実体から件た単IJ包子町誌の交配

All possible pairings of 27 monosporous mycelia isolated from 

asingle fruit body of Pleurotus sρodoleucus. 

¥ 1 4 5 7 8 9 10 13 1: ー「 E1 4 5 7 8 9 10 13 14 15 17 18 1922232426 2 3 6 11 12 1620212527 
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91一一 一 一 +ート十十十十+ートム L

10 ,.-- -一一一一一一一一一←一一一一一一一十+- +-十十+十十「一「
131一一 一一 一 一←ー+牛斗十ト十+十十十
14 I 一一一一一ー一一一一一一一- - T 十+十十+ ~十+十
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i 27 1十十斗十+十トナ十-1-ト+十十+十←一一一 ー • 
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上去に示す泊りカンタケは 2 脳性である。

ムキタケのあ佐t't(B) 

1 'íl/.lの子実体から f'Jた単胞子培養の交配

All possible pairin~s of 16 monosporous mycelia isolated from 

a single fruit body of Pleurotus serotinus. 
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J二衣 iこ示すJffiりムキタケは 2 極性である。

ヒラタケの極性(C) 

111Mの子実体から件た単!J包丁・培芸の交 r~B

All possible ρairings of 13 monosporous mycelia isolated from 

a sin ょ le fruit b�y of Pleurotus ostreatus. 

ょ lL ][ ~ 
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苛53 去

Table 3. 
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可

i

の菌糸を鋸屑培養して発生した子伊実体中の 1 佃より得た単胞子域

養 14 佃の交配幸.i":!-!~は江Ç4去に示す通りである。

第 3表の (No. 1 + No. 4) 
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AIl possible pairings of 14 monosporous mycelia isolated from 

a single fruit body of (No. 1十No.4)

IT[ .LV 
r一一一一一一~，一一一一一一、 F一 一一一一--

107 1 1 1 1 13 108 109 1 10 

(1 +4) の子実体から得た単胞子昨誌の交配第 4 表

Table 4. 
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1 ), No. 103 (group n) , No. 107 (group m) , No. 第 4去の単l'fli白糸 No. 101 (group 

とれらの親に当るみrç 3 去の単Æ'fl白糸 No. 1 (group 1) , No. 3 (group 108 (group N) を p

目)， No. 13 (group N) と車If合せた結果は~'Ç5去の通りである。n ), No. 4 (group 

単:Hlìlî糸 No. 1, 3, 4, 13 と単打j菌糸 No. 101 , 103, 107, 108 との交配

Table 5. Four groups of monosporous mycelia derived from Table 3 paired 

with four groups 0f monosporous mycelia derived from Table 4. 

|I E Hi 百
1 3 4 13 

1 101 I 

万~5 表

+ 

十rr 103 

十JII 107 

寸→IV 108 

しかもとの事以上，第 3 表，第 4去，弟5 表に示す実験結果よりヒラタケは 4極性であり，

は遺伝的にも決定せられている事が切であって， 河村栄吉(1941)の結果と完全に一致する。

ムキクケ及びカンタケ間の交配ヒラタケ，(D) 

実験 (A) ， (B) , (C) によって極性の判明した単相菌糸を使って種間交配を行った結果は

5}~6 -'第 7 ，第 8 去の通りである。



Table 6. 

Table 7. 

Table 8. 

カンタケ及びムキタケの極性 (永井・混水)

第 6 表 ヒラタケとムキタケの交配

Result of pairing tetrapolor haplonts of P. ostreatus 

with bipolor haplonts of P. serotinus. 

|P  
ヒラタケ

室 l
宮ム r 1 I 

37J タ\
d ケ 5 I 

第 7 表 ヒラタケとカンタケの交配

Result of pairing tetrapolor haplonts of P. ostreatus 

with bipolor haplonts of P. sρodoleucus. 

P. ostreatus 
ヒラタケ

1 3 4 13 

的

ミカ r 1 
ちン I
E タ i
令ヶ 12

0..: I 

第 8 表 カンタケとムキタケの交西日

Result of pairing bipolor haplonts of P. sρodoleucus 

with bipolor haplonts of P. serotinus. 

明

言ム I 1 ! 

~キ J

s タ 1
ケ 5

Q.., 

P. spodoleucus 
カンタケ

1 2 

-5-

以上.第 6 ，立~7 ， [.'j'Ç 8 表によって明らかなように， ヒラタケとムキタケ， ヒラタケとカンタ

ケ， カンタケとムキタケの川にはイIrJれも癒介が起らない。

ヒラタケは 4極性， カンタケは 2極性である事及び両極の間に癒合が起らないZJ'j:は，形態の

よく似ているとの両極が地方種の関係にあるものでない事を証明してたし分類学J二異なる種

とする根拠のーっとなるものと考える。
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1n three species of agarics, i. e. Pleuorotus sρodoleucus (Fn..) Quú. , P. 

serotinus (FR.) GILLE'l' and P. ostreatus (JACQ.) SACC. , the monosporous mycelia are 

devoid of clamp-connections. The diploid mycelium, derived from the pairing 

of compatible monosporous mycelium has clamp-connections. 

No fruit-bodies were produced from monosporous mycelia of these Íungi, but 

were produced from diploid mycelia. 

Th己se fungi are heterothallic. 

The results obtained from the all possible pairings of monosporous mycelia 

isolated from these fungi are given in tables 1, 2, 3, 4 and 5. The (十) sign 

indicates that compatible 、 pairings which have clamp-connections. The (一) sign 

indicates that there is produced no clamp-connection. 

The results given in these tables may be summarized as follows: 

L P. sρodolencus is bipolor. 

2. P. serotinus is bipolor. 

3. P. ostreatus is tetrapolor as reported by E. Kawamura (1933, 1941). 
1n order to obtain the hybrids of these three species, the crossing were 

attempted, but al] combinations were unsuccssful as showl1 in tables 6, 7 and 8. 
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